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In Bodyによる栄養評価

当院では入院された患者様に対して栄養評価の標準化を進めています。栄養評価には
体重管理、BMI、筋肉量などの測定が必要であり、当院では筋肉量を測定する機器In 
Bodyが導入となりました。対象は全患者様で、測定は入院日・退院日（それ以外は必要
に応じて適宜）、教育を受けた検査課、放射線課のスタッフが測定をおこないます。

検査項目は、① 体成分分析 ② 筋肉・
脂肪 ③ 肥満指標 ④ 部位別筋肉量 
⑤ 体水分均衡 ⑥ 部位別水分量 ⑦ 
体成分履歴 ⑧ 研究項目 ⑨ インピー
ダンス で、右記は②③の検査結果を
抜粋、表示しています。
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IN BODYによる栄養評価

当院では入院された患者様に対して栄養評価の標準化を進めています。栄養評価には
体重管理、BMI、筋肉量などの測定が必要であり、当院では筋肉量を測定する機器
INBODYが導入となりました。対象は全患者様で、測定は入院日・退院日（それ以外は必
要に応じて適宜）、測定は教育を受けた検査課、放射線課のスタッフがおこないます。

検査項目は、① 体成分分析 ② 筋肉・
脂肪 ③ 肥満指標 ④ 部位別筋肉量 
⑤ 体水分均衡 ⑥ 部位別水分量 ⑦ 
体成分履歴 ⑧ 研究項目 ⑨ インピー
ダンス で、右記は②③の検査結果を
抜粋、表示しています。
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■ リハビリテーション栄養
低栄養状態のままリハビリテーションを行うと、栄養状態の悪化
や体力・筋力の低下を助長させる可能性があります。そのため、
リハビリテーション と栄養療法は同時に行うことが推奨され、
それにより栄養状態が改善されるだけでなく日常生活動作のさ
らなる向上が期待できます。当院では管理栄養士を1病棟1名配
置し、一人一人の食事量や食事内容、体重や筋肉量などを確認し、
リハビリでの運動量や病棟生活にあわせて栄養量を調整してい
ます。また退院後も栄養療法を継続していただけるように退院後
の生活に合わせた食事指導を行っています。

■ 病院食の紹介
通常メニューに加えて、選択食・寿司の日・いいごはんの日・季節御膳・
行事食など、食事を楽しんで頂けるよう工夫しています。

■ GLIM基準
GLIM基準とは低栄養診断の国際基準です。低栄養診断の指標には、
表現型（①意図しない体重減少、②低BMI、③筋肉量減少）と病因（①
食事摂取量減少/消化吸収能低下、②疾病負荷/炎症）があり、両基準
からそれぞれ1つ以上の項目が該当する場合、低栄養と診断されます。
入院中に改善すべき問題への対応を行います。

3...2...

mediVRカグラは仮想現実（VR, virtual reality）技術を応用した
リハビリテーション用医療機器です。頭部にヘッドマウントディ
スプレイを装着し、両手にコントローラを把持して椅子に座った
状態でVR空間上に表示される対象に向かって手を伸ばすとい
う動作を繰り返します。

リハビリテーションを支えるプロフェッショナル Vol.5

管理栄養士

リハビリ
テーション 栄養管理

リハビリ
テーション
栄養

＋ ▶

mediVRカグラのご紹介

特徴として、視覚・聴覚・触覚といった多感覚のフィードバックが得ら
れる事、操作者が表示される対象の距離や大きさ等を調整し適切な難
易度でリハビリを実施出来る事、ゲーム性があり楽しく継続できる事が
挙げられます。

カグラを用いた体性認知協調療法は、基礎疾患を問わず幅広い状態の
リハビリに応用でき、歩行機能、運動失調症状、痙縮、上肢機能、認知機
能障害、自閉症関連症状、嚥下構音機能、慢性疼痛、めまい症などの症
状改善に効果を示すことが報告されています。
当院での対象者選定は担当医師とセラピストがカグラを用いて運動機
能または認知機能に効果がありそうと判断した方を対象としています。

当院では導入3ヶ月間で44名の方を対象としました。使用頻度は5日
間連続で毎日20分程度の利用をしています。
その成果として、歩行速度 (10m歩行テスト)・バランス機能
(Functional Reach Test)・上肢機能(Simple Test for Evaluating Hand 
Function)においてカグラを用いた期間で改善を認めています。

関西リハビリテーション病院の先端機器紹介
「市民の健康寿命を伸ばしていく」をコンセプトに、健康教室を定
期的に開催しています。昨年より開始して早くも第9回！毎回たくさ
んの方にご参加いただいています。テーマは毎回変更、毎月おこ
なっているため篤友会リハビリテーションクリニックInstagramを
確認し、少しでも気になる内容があれば参加費は無料ですので是
非ご参加ください。

第9回5月22日（講話と体力測定で開催）

このたび、日本医療機能評価機構より高度•専門認定証を受けることがで
きましたことを、ここにお知らせ申し上げます。2024年7月12日時点で、
全国で５０病院、大阪府では4病院のみ認定されています。
この認定は、当院の高度な医療技術と質の高い医療サービスが認められ
た証しであり、当院スタッフ一同大変光栄に思っております。患者様や地
域の皆様に、安心・安全な医療を提供できる病院であることを示すもの
と考えております。
当院はこれからも、より質の高い医療とサービスを提供するために、スキ
ルアップとチームワークの強化に努めてまいります。患者様の満足と安心
を最優先に考え、地域医療に貢献して参ります。

病院機能評価
高度•専門機能の認定を受けました

篤友会の地域貢献活動

健康教室に参加して、健康寿命を伸ばそう！

2013年より地域のST不在施設向けに年2～ 3回摂食嚥
下勉強会を開催しています。
2024年は2回の開催を予定しています。第1回は7月26
日に“知っておきたい嚥下の基礎知識と嚥下能力に応じ
た食形態の決め方“をテーマに4年ぶりに現地開催し、
参加者からは「勉強になった」「分かりやすかった」と沢
山のお声をいただきました。
次回は11月29日に“食事介助のポジショニン・食具に
ついて” 開催予定となっています。ご興味があればホー
ムページをご確認いただき、是非ご参加ください。

外部施設向けへの摂食嚥下勉強会

全国で僅か50病院、大阪府で4病院のみ！
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低栄養状態のままリハビリテーションを行うと、栄養状態
の悪化や体力・筋力の低下を促進させる可能性がありま
す。そのため、リハと栄養療法は同時に行うことが推奨さ
れ、それにより栄養状態が改善されるだけでなく日常生活
動作のさらなる向上が期待できます。当院では管理栄養
士を1病棟1名配置し、一人一人の食事量や食事内容、体重
や筋肉量などを確認し、リハビリでの運動量や病棟生活に
あわせて栄養量を調整しています。また退院後も栄養療法
を継続していただけるように退院後の生活に合わせた食
事指導を行っています。

■ 病院食の紹介
通常メニューに加えて、選択食・寿司の日・いいごはんの日・
季節御膳・行事食など、食事を楽しんで頂けるよう工夫してい
ます。

■ GLIM基準
GLIM基準とは低栄養診断の国際基準です。低栄養診断の指標
には、表現型（①意図しない体重減少、②低BMI、③筋肉量減
少）と病因（①食事摂取量減少/消化吸収能低下、②疾病負荷/
炎症）があり、両基準からそれぞれ1つ以上の項目が該当する場
合、低栄養と診断されます。入院中に改善すべき問題への対応
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mediVRカグラは仮想現実（VR, virtual reality）技術を応
用したリハビリテーション用医療機器です。頭部にヘッド
マウントディスプレイを装着し、両手にコントローラを把持
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特徴として、視覚・聴覚・触覚といった多感覚のフィードバック
が得られる事、操作者が表示される対象の距離や大きさ等を調
整し適切な難易度でリハビリを実施出来る事、ゲーム性があり楽
しく継続できる事が挙げられます。

カグラを用いた体性認知協調療法は基礎疾患を問わず幅広い
状態のリハビリに応用でき、歩行機能、運動失調症状、痙縮、上
肢機能、認知機能障害、自閉症関連症状、嚥下構音機能、慢性疼
痛、めまい症などの症状改善に効果を示すことが報告されてい
ます。
当院での対象者選定は担当医師とセラピストがカグラを用いて
運動機能または認知機能に
効果がありそうと判断した方を対象としています。

当院では導入3ヶ月間で44名の方を対象としました。使用頻度
は5日間連続で毎日20分程度の利用をしています。
その成果として、歩行速度(10m歩行テスト)・バランス機能
(Functional Reach Test)・上肢機能(STEF)においてカグラを用
いた期間で改善を認めています。

関西リハビリテーション病院の先端機器紹介

篤友会では職員が持っている知識・経験・専門職の力を地域
に還元、予防に関するコンセプトを発信し、市民の健康寿命を
伸ばしていく目的で健康教室を定期的に開催しています。昨年
より開始して早くも第9回！毎回たくさんの方にご参加いただい
ています。テーマは毎回変更、毎月おこなっているため篤友会リ
ハビリテーションクリニックInstagramを確認し、少しでも気に
なる内容があれば参加費は無料ですので是非参加ください！

◀ 第9回5月22日（講話と体力測定で開催）

このたび、日本医療機能評価機構より高度•専門認定証を受けるこ
とができましたことを、ここにお知らせ申し上げます。

この認定は、当院の高度な医療技術と質の高い医療サービスが認
められた証しであり、当院スタッフ一同は大変光栄に思っておりま
す。患者様や地域の皆様に、安心して安全な医療を提供できる病
院であることを示すものと考えております。

当院はこれからも、より質の高い医療とサービスを提供するため
に、スキルアップとチームワークの強化に努めてまいります。患者様
の満足と安心を最優先に考え、地域医療に貢献してまいります。
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高度•専門機能の認定を受けました

篤友会の地域貢献活動
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このたび、日本医療機能評価機構より高度•専門認定証を受けることができ
ましたことを、ここにお知らせ申し上げます。

この認定は、当院の高度な医療技術と質の高い医療サービスが認められた
証しであり、当院スタッフ一同は大変光栄に思っております。患者様や地域の
皆様に、安心して安全な医療を提供できる病院であることを示すものと考え
ております。

当院はこれからも、より質の高い医療とサービスを提供するために、スキル
アップとチームワークの強化に努めてまいります。患者様の満足と安心を最
優先に考え、地域医療に貢献してまいります。
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高度•専門機能の認定を受けました

篤友会では職員が持っている知識・経験・専門職の力を地域に還元、
予防に関するコンセプトを発信し、市民の健康寿命を伸ばしていく目
的で健康教室を定期的に開催しています。昨年より開始して早くも第9
回！毎回たくさんの方にご参加いただいています。テーマは毎回変更、
毎月おこなっているため篤友会リハビリテーションクリニック
Instagramを確認し、少しでも気になる内容があれば参加費は無料で
すので是非参加ください！

第9回5月22日（講話と体力測定で開催）

篤友会の地域貢献活動


